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外国人技能実習生の実習実施者に対する監督指導等の状況
令和４年度第１回愛媛県外国人材雇用・共生推進連絡協議会
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１ 監督指導の状況（愛媛） 【参考】監督指導の状況（全国）
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２ 監督指導における主な違反事項（令和３年・愛媛）
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最低賃金法第4条（最低賃金の効力）

労働基準法第96条（寄宿舎基準安全・衛生）

労働安全衛生法第66条（健康診断）

労働基準法第108条（賃金台帳の調製）

労働基準法第15条（労働条件の明示）

労働基準法第24条（賃金の支払）

労働安全衛生法第20～25条（衛生関係）

労働基準法第32条（労働時間）

労働基準法第39条（年次有給休暇）

労働基準法第89条（就業規則の作成・届出）

労働基準法第37条（割増賃金の支払）

労働安全衛生法第20～25条（安全関係）

※ 違反は技能実習者に認められたものであり、日本人労働者に係る違反も含まれる。
※ 違反事項が２つ以上ある場合は、各々に計上しているので、各違反事項の件数の合計と違反事業場数は一致しない。
※ 最低賃金法第4条は、約定賃金額が別最低賃金額未満の場合に限る。
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件数 違反条文 あらまし

令和元年 ２件
最低賃金法第4条 技能実習生に対する賃金不払い
最低賃金法第4条 技能実習生に対する賃金不払い

令和２年 ６件

労働基準法第32条 技能実習生に対する違法な長時間労働
労働基準法第32条 技能実習生に対する違法な長時間労働
労働基準法第32条 技能実習生に対する違法な長時間労働
労働基準法第101条 労働基準監督官に対し、技能実習生の件について虚偽の陳述

労働基準法第104条の２ 監督署長の報告命令に対し、技能実習生の件について虚偽の報告及び
労働関係の重要書類の破棄（３年保存せず）

労働基準法第109条 労働関係の重要書類の破棄（３年保存せず）
令和３年 １件 労働安全衛生法第20条 墜落のおそれのある個所に立入禁止措置を講じていなかった

３ 送検の状況（愛媛）

【参考】送検の状況（全国）

21 27
13

13 5

12

0

10

20

30

40

令和元年 令和２年 令和３年

労働基準法・最低賃金法違反 労働安全衛生法違反

（件）



外国人労働者向け相談窓口
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